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I.目 的

スポーツの試合 (競技会)な どの緊張場面では,

心拍数は通常の状態に比べ明らかに増加する傾向

にあることは多く報告されている,。心拍数は試合

の前から増加する傾向にあり,山 地によると 「試

合直前ではウォーミングアップと精神的興奮の二

つの要素によって心拍数は高められ二,試 合前の

「適度な興奮とは心拍数で120～13鮮白/分 に相当

する」と指摘 している。ノ」ヽ林は最大運動の前の心

拍数は100～110拍/分 で良いパフォーマンスが得

られたと指摘 しており,試 合や運動前の心拍数に
1)2)

至適レベルが存在することを示唆している。橋口

も高校体操競技選手の試合時のコンディショニン

グを把握するために,演 技直前の心拍数を指標と

して選手の技術水準などとの関係を分析 した結果 ,

技術水準の 「低い選手」に比べ技術水準の 「高い

選手」の方が演技直前の心拍数は高くなっていた。

また,各 種日間の心拍数の散布度 (ばらつき)は

小さい傾向がみられ,山 地,小林らの試合や運動

前の心拍数の至適レベルに関する知見から推論す

ると技術レベルの高い選手の方が適度な準備状態

(コンディション)に あることを指摘してきた。

しかし,こ れまでの研究をみると,心 拍数を高

める精神的興奮の内容の検討は十分ではないよう

に思われる。特に体操競技などの個人競技では,

競技 (演技 )直 前の心理的コンディションが成績

や記録を左右するといわれていることから,体操

競技での演技直前の心拍数と心理的要因との関係

を分析することは体操競技選手の生理 ・心理的コ

ンディショエングの一つの手がかりとなるものと

考えられる。

そこで今回は,公 式の高校体操競技大会での男

子 6種 目の演技直前の待機時心拍数の程度によっ

て選手の競技経験 ,演 技に対する態度 ,結 果 (成

績 ,演 技ミスなど)な どの心理的要因との関係を

分析し,高 校体操競技選手の演技直前のコンディ

ショエングの実態を把握するための基礎資料を得

るために検討を試みた。

Ⅱ.方 法

1)対 象は千葉県の公式試合である昭和61年4

月に行われた県高校総合体育大会地区予選のN地

区大会 (27名),S地 区大会 (25名)に 出場した

男子選手52名である。

2)試 合は規定演技で競技が行われ,選 手は同

一種目 (ゆか,鞍 馬 ,つ り輪,跳馬 ,平 行棒,鉄

棒の6種 目)お よび同一の演技が実施された。

3)心 拍数は大会当日の開会式時 ,各 種目とも

に演技開始のコール直前 (演技直前の待機時)の

約90秒間及び閉会式時について,椅 座の状態で測
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定を行った。また,安 静時心拍数は試合日以外の

通常の授業があった日の登校時に約10分間の安静

の後に測定したものを用いた。演技直前の心拍数

の測定種目は両地区大会ともに,ゆ か ,鞍 馬,つ

り輪,跳 馬,平 行棒 ,鉄 棒の6種 日である。

4)心 拍測定機器は実際の試合であることから,

できる限り選手の負担にならないようにという配

慮の基に,日 本精密測器のジヨガーメイ トPU一

701を 用い,耳 柔部誘導によって測定を行つた。

5)心 拍数について,今 回は①演技直前の待機

時心拍数 (以下,待 機時心拍数),② 安静時から

待機時かけての心拍増加数 (差)を 算出し,そ れ

らの心拍数及び心拍増加数 (差)の 平均値 (平均

値±1/2標 準偏差法)を 基にして,各 種目毎に心

拍数および増加数 (差)が ,低 いとみられる選手

を 「L群 」,標 準とみられる選手を 「M群 」,高

いとみられる選手を 「H群 」とし,3群 に分類し

た (表1)。

6)質 問紙により,体 操競技の経験年数,試 合

経験 (高校での経験),試 合でのあがり意識 (4

尺度で得点が高いほどあがり意識が強い),演 技

に対する不安 (4尺 度で得点が高いほど不安が強

い),自 信 (5尺 度で得点が高いほど自信がある),

技術の習熟度 (6尺 度で得点が高いほど習熟度が

高い),演 技の遂行に対する執着度 (4尺 度で得

点が高いほど失敗したくないといった意識が強い),

ミスの程度 (各種目毎のミス数),日 標得点 (各

種目毎の目標得点)な どを調査した。なお,成 績

(個人総合 0種 目得点)は 公式記録を用いた。

7)今 回は,主 に演技直前の心拍数や安静時か

らの心拍増加数 (差)の 低いと思われる選手 (L

群 )と 高いと思われる選手 (H群 )の 体操競技経

験 ,演 技に対する態度,結 果などの関係について

分析を行った。

Ⅲ.繰

今回対象の高校体操競技経験年数は平均4.8±2。

1年であり,試 合経験数 (高校での試合経験)は 平

均5。5±5。0回であつた。

表 1は待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 3群 の範囲及び平均値を示した

ものである。L群 の待機時心拍数は最も低いつり

輪で96。1拍/分 (平均86.2±6。1拍/分 )以 下 ,最

も高い鉄棒で103.7拍/分 (平均93。4±拍/分 )以

下であり,6種 目平均で100.3拍/分 (平均90。8士

6.7拍/分 )以 下の集団であった。また,H群 の待

機時心拍数は最も低いつり輪で110.0拍/分 (平均

120。0±9。9拍/分 )以 上 ,最 も高い鉄棒で 118。5

拍/分 (平均127。8±7。4拍/分 )以 上であり,6

種目平均で115.3才白/分 (平均 125。3±7.7拍/分 )

以上の集団であつた。

図 1の待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 程度と体操競技の 「経験年数」

の関係には明らかな差異は認められなかった。

図2の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 程度と 「試合経験」の関係をみ

ると,心拍数及び心拍増加数 (差)と もに 「鞍馬」,

「つり輪」,「 平行棒」,「 鉄棒」の4種 目でL

群に比べH群 で 「試合経験」が多い傾向 (P〈0。10

～P〈0。01)が 認められた。

図3の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 程度と演技に対する 「自信」と

の関係をみると,全 種目に共通 してL群 に比べH

図 1-1 待機時心拍数からみた経験年数

年

硼皿 L群

臣コ M群

■■ H潤

図 1-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた経験年数

年

皿皿 L澤

[二IIヨヨM春

■■ H翠

ゆか 鞍馬

体操種目別の待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数

の程度からみた体操経験年数
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表 1 体操種 目別の待機時心拍数および安静時から待機時の心拍増加数 (差)の
3群 (LOM・ H群 )の 範囲および平均値

区分

＼

洲1定 種目

全 群 (N=52)

範囲
(全平均)

L群

範囲
(群平均)

M群

範囲
(群平均)

H群

範囲
(群平均)

L

1羊

数

M

羽羊

数

I―I

調羊

数

待

機

時

心

拍

数

拍

/

分

ゆ  か 79。0～145。0
(108.3±15。3)

79。0～100。6
(92。7±6。5)

100。7～116.0
(107.3±5.2)

116.1～145。0
(127。0±7.9)

鞍  馬 72。0～142。0
(105。4±15。8)

72.0- 97。4
(86.7±6。9)

97.5～H3。3
(105。6±4.3)

113。4～142。0
(123。8±6.8)

つり輪 73。0～144。0
(103.0±13。7)

73。0～ 96.1
(86。2±6。1)

96。2～109。9
(103。7±3.2)

110.0～144。0
(120。0±9。9)

跳  馬 76.0～138。0
(108.9±14。4)

76。0～101.6
(92。6±7.7)

101。7～H6。1
(108。7±4。0)

116.2～138。0
(125。5±7。4)

平行棒 80。0～145。0
(110。0±15。1)

80。0～102.3
(93.4±6。3)

102。4～H7.6
(108。8±4。0)

117。7-145。0
(127。8±7。0)

鉄 棒 83.0～142。0
(lH。1±14。6)

83。0～103。7
(93.3±6.6)

103。8～H8.4
(lH。0±4。2)

118.5～142.0
(127。8±7.4)

6種 目

平均

77.2-142。7
(107.8±14。8)

77.2-100.3
(90。8±6.7)

100.4～H5。2
(107。5±4.2)

115。3-142。7
(125。3±7。7)

安静時心抽数 (62。5± 5.2)

安

静

時

か

ら

待

機

時

の
心

拍

増

加

数

拍

/

分

ゆ  か 17。0～ 83.0
(45。8±16。0)

17。0- 37.7
(27.9±6.4)

37。8～ 53。8
(44.2±5。1)

53。9～ 83.0
(63◆3±9。0)

あん馬 4。0- 86。0
(42。9±16。4)

4。0～ 34.6
(21。7±6.6)

34.7- 51.1
(41。8±5.3)

51。2～ 86。0
(60。9±7.6)

つり輪 14。0- 72。0
(40.5± 13。0)

14。0～ 33。9
(22.5±5。7)

34。0～ 47。1
(41。8±3。8)

47。2- 72。0
(56.1±7.1)

跳  馬 16。0～ 79。0
(46.4± 14。8)

16。0～ 38。9
(29.2±7。1)

39。0～ 53。8
(46。7±4。2)

53.9～ 79。0
(63。2±8。0)

平行棒 19。0～ 89。0
(47。5±15。3)

19。0～ 39。7
(29。1±5。8)

39.8～ 55.1
(47。4±5。1)

55.2～ 89.0
(67。5±9。0)

鉄 棒 16. 0～ 86。0
(48。6±14.6)

16.0～41。2
(28.8±7。3)

41。3～ 55。9
(48。7±4.7)

56。0～ 86。0
(63。5±7.8)

22

6種 目

平均

14.3～82。5
(45.3±15。0)

14。3- 37。7
(26。5±6.5)

37.8～ 52。8
(45。1±4。7)

52。9～ 82。5
(62。4±8.1)
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群で 「自信」は高くなっており,ほ ぼ一定した傾

向がみられ 「ゆか」,「 跳馬」,「 平行棒」,

「鉄棒」の4種 目に有意な差 (Pく0。05～Pく0。01)

が認められた。

図4の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

図2-1 待機時心拍数からみた試合経験

回

llllmm L群

囲 M群

■■ H群

鞍馬 吊輪

図2-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた試合経験

回    .   .     まま  *

llmlm L群

囲 M群

■■ H群

ゆか 鞍馬  吊輪 跳馬 平行 軟棒

+Pく 0。 10 *P<0. 05 **P<0. 01

(Pは L群 とH群 )

図 2 体操種目別の待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数

の程度からみた試合経験数

図3-1 待機時心拍数からみた自信

Elllmm L群

囲 M群

‐ H群

図3-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた自信

拍増加数 (差)の 程度と技術の 「習熟度」との関

係をみると,心 拍数及び心拍増加数 (差)と もに

全種目に共通してL群 に比べH群 で技術の 「習熟

度」力'高
い傾向がみられ,「 ゆか」,「つり輪」,

「平行棒」、「鉄棒」の4種 目に有意な差(Pく0.05

図4-1 待機時心拍数からみた技術の習熟度

ML群

圃 M群

■■ H群

ゆか 鞍馬  吊輪  跳馬 平行  鉄棒

図4-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた技術の習熟度

ML群

圏 M群

‐ H群

ゆか 鞍馬  吊輪 跳馬 平行

*P<0. 05 **P<0. 01

(Pは L群とH群 )

図 4 体操種目別の待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数

の程度からみた技術の習熟度

図5-l 待機時心拍数からみた演技の

遂行に対する執着度

lly L群

囲 M群

■ ■ H群

「 l

ゆか 鞍馬  吊輪  跳馬 平行 鉄棒

*P<0。  05 **P<0. 01

(Pは L群 とH群 )

図 3 体操種目別の,待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数

の程度からみた演技への自信

図5-2 安静時から特機時の心拍増加数からみた

演技の遂行に対する執着度

+P<0。  10 *P<0. 05

(Pは L群 とH群 )

図 5 体操種目別の待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数

の程度からみた演技への執着度

l~| l  l ** l l l l l l l l E  L群

囲 M群

■■ H群

|           |
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‐`F(0。01)が認められた。

コ5の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

:モ増加数 (差)の 程度と演技の遂行に対する執着

更 1失敗すると思っていた～どうしても失敗した

なかった)」 との関係をみると待機時心拍数で

I~跳 馬」,「 鉄棒」の2種 日,安 静時から待機

濤⊃心拍増加数 (差)で は 「つり輪」,「跳馬J,
~二
行棒」,「 鉄棒」の4種 目でL群 に比べH群

1方 が 「失敗 したくない意識」が強い傾向 (P〈0.

_:～P〈0。05)が みられ,心 拍数より心拍増加数

垂)で 関係する種目が多くなっていた。

コ6の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

竃増加数 (差)の 程度と演技に対する 「目標得点」

二_D関係をみると,心 拍数及び心拍増加数 (差)

二もに全種目に共通してL群 に比べH群 の方が演

豪|こ対する 「目標得点」が高い傾向が顕著に示さ
‐_,特 に心拍数では全種目に有意な差 (P〈0.05～

F:。001)が 認められた。

図7の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

FΞ増加数 (差)の 程度と 「あがり」意識との関係

をみると,心 拍数及び心拍増加数 (差 )と もに
~致
馬」 「つり輪」の2種 目ではL群 に比べH群

国6-1 待機時心拍数からみた目標得点

| | ML群

田 M群

‐ H群

ゆか 鞍馬 吊輪 跳馬 平行 鉄棒

=6-2 安静時から待機時の心拍増加数か らみた目標得点

** + ↓ュェ ニ _ ・.

ML群

囲 M群

■■ H群

ゆか 鞍馬  吊輪  跳馬 平行 鉄棒

+P<0。  10 *P<0. o5
**P<0. 01 ***P<o. 001

(Pは L群 とH群 )

6  体操種目別の待機時心拍数及び

安静時から待機時の心拍増加数
の程度からみた演技の目標得点
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の方が 「あがり」意識が強い傾向が (Pく0.10～Pく

0.05)み られた。

図8の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 程度と 「演技ミス」数との関係

をみると,心 拍数では 「ゆか」,「 っり輪J,

図7-1 待機時心拍数からみたあがり意識

Wlllllll L群

『■11M群

‐ H群

ゆか 鞍馬  吊輪 鉄棒

図7-2 安静時から待機時の心拍増加数からみたあがり意識

lllllⅢⅢ L群

FT:1l M群

■■ H群

+P<0. 10 *P<oo o5
(Pは L群 とH群 )

図 7 体操種目別の待機時心拍数及び
安静時から待機時の心拍増加数
の程度からみた 「あがり」意識

図8-1 待機時心拍数からみた演技ミス数

閻 L群

□ M群

■ ■ H群

図8-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた演技ミス数

ML群

囲 M群

■■ H群

ゆか 鞍馬 吊輪  跳馬 平行 鉄棒

+P<0。  10 *P<0。  o5
(Pは L群 とH群 )

図 8 体操種目別の待機時心拍数及び
安静時から待機時の心拍増加数
の程度からみた演技中の ミス数

料［”一］
上＊「料「

- 2 5 -

ゆか 鞍馬  吊輪  跳馬 平行  鉄棒

ゆか 鞍馬  吊輪 跳馬 平行 鉄棒
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「鉄棒」の3種 目 (Pく0。10)に ,増 加数
(差)で

は 「ゆか」,「 鉄棒」の2種 日でL群 に比べH群

の方が 「演技ミス」数が少なくなっており有意

(Pく0.05)な 差が認められた。

図9の 待機時心拍数及び安静時から待機時の心

拍増加数 (差)の 程度と 「演技得点」との関係を

みると,心 拍数及び心拍増加数 (差)と もにL群

に比べH群 の方が 「演技得点」が高くなっており,

「ゆか」,「 つり輪J,「 平行棒」,「 鉄棒」の

4種 日で有意 (Pく0.05～P〈0。001)な 差が認めら

れた。

Ⅳ。考察

体操競技などの個人競技では競技直前の心理的

コンデイシヨンが成績や記録を左右するといわれ

ていることから,本 研究では公式の高校体操競技

大会を緊張場面として捉え男子 6種 目の各演技直

前の待機時心拍数を選手のコンディシヨンの一指

標として,そ の心拍数や心拍増加数 (差)の 程度

の低い選手 (L群 )と 高い選手 (H群 )に よって

選手の 「体操競技経験」,演 技に対する
「態度」

及び 「結果」などの心理的要因に差異があるのか

否かについて分析し,体 操競技選手の演技直前の

心理的コンデイシヨニングの実態を把握するため

に考察を加えた。

体操競技の種目によってやや異なるものの,演

技直前の心拍数やその増加数 (差)の 程度の低い

選手 (L群 )に 比べ高い選手 (H群 )の 方が試合

経験が多く,演 技に対する自信があり,技 術の習

熟性が優れていたと自己評価している傾向,ま た,

演技の遂行に対して失敗をしたくないといつた意

識 (執着性)が 強く,日 標も高くもっている傾向

がうかがえた。すなわち,体 操競技において演技

直前の心拍数が高い選手の方が,そ の程度の低い

選手に比べ目標達成への意欲 ,目 標達成への固執

性などが強く意識されていることなど,そ れらの

意識の程度の差異が′む拍数に影響を及ぼしている

のではないかと思われる。更に,演 技直前の心拍

数やその増加数 (差)の 高い選手は演技ミスも少

ない傾向であり,演 技得点も高い傾向が顕著であ

図9-1 待機時心拍数からみた演技得点

剛皿 L群

田 M群

‐ H群

図9-2 安静時から待機時の心拍増加数からみた演技1尋点

剛皿 L群

囲 M群

■■ H群

十P<0. 10 **P<0。  01 ***P<0. 001

(Pは L群 とH群 )

図 9 体操種 目別の待機時心拍数及び

安静時か ら待機時の心拍増加数

の程度か らみた演技の実施得点

ったことなど,試合結果も良好な状況であつたこ

とが確認された。

山地は 「試合前にみられる精神的興奮 (交感神

経の興奮)は その程度が適度であれば作業成績を

高めるが,逆 に緊張が過度であれば負の方向に作

用」し「試合直前ではウオーミングアップと精神
15)

的興奮の二つの要素によって心拍数は高められ」,

試合前の 「適度な興奮とは心拍数で120～13吋白/
1)2)14)

分に相当する」と指摘している。また,橋 口は高

校体操競技の練習試合時の演技直前の心拍数を測

定した結果 ,第 1位選手で 6種 目平均で 約122拍

/分 ,ま た,公 式試合では技術水準の低い選手に

比べ高い選手の方が演技直前の心拍数が高く,技

術水準の高い選手の方が山地の至適レベルに近い

数値であつたことを報告している。

本研究結果でも演技直前の待機時心拍数がL群

(平均でゆか 92.721±6.5拍/分 ,あ ん86.7±6。

9拍/分 ,つ り輪86。2±6。1オ白/分 ,跳 馬92.6±7.

7拍/分 ,平 行棒93.4±6.3拍/分 ,鉄 棒93.3±6.

67拍分で6種 目平均90。8±6。7拍 /分 の集団)の

選手に比べH群 (平均でゆか127。0±7。9拍/分 ,

あん馬123。8±6.81白/分 ,つ り輪120。0±9。9拍/

ゅか 鞍馬  吊輪  跳馬 平行  鉄棒
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÷,跳馬125。5±7。41白/分 ,平 行棒127。8±7。吋自

分,鉄 棒で127.8±7.41自/分 で 6種 目平均 125.

:=7.7拍 /分 の集団)の 選手の方が,前 述したよ

:|こ適度な覚醒水準が保たれ,試 合に対 して生理

卦理的により良好な準備状態 (コンディション)

二ちり,試 合結果も良好な傾向がうかがえた。こ

二ように,L群 に比べH群 の演技直前の心拍数の

Tが 山地の指摘する心拍数の至適レベルに近い数

亘となっているとともに,H群 の選手の方が′心理

三τにも良好な状態がうかがえたことから,山 地の

ゴ合前の心拍数の至適レベルの妥当性が確認され

これらのことから,体 操競技においても試合直

≡D心 拍数は演技の遂行のための至適レベルの指

導として用いることが可能と考えられる。また,

「技直前の心拍数の変動には心理的要因がかなり

II珠しているものと思われる。よって,体 操競技

二演技直前の心拍数と試合や演技に対する態度な

二の心理的要因との関係について詳細な分析を進

三ることは,体 操競技における選手の演技直前の

_理的 0生理的準備状態 (コンディション)を 把

モするうえで重要な手がかりとなることが示唆さ

「~_た。

ウォーミングアップも演技直前の心拍数を変動

させる重要な要素であると考えられているが,今

三,ウ ォーミングアップがどの程度の影響を及ぼ

_ているのか分析できなかった。今後 ,今 回の分

だに加え,選 手のコンディショエングの重要な心

理的要因と考えられている性格 ,不 安 ,自 覚的徴

iな どの心理的要因およびウォーミングアップの

建度 ・方法などと心拍数との関係を詳細に分析す

こことができれば,心 拍数が緊張など精神的な負

三の判定だけでなく,選 手の演技前の心理的 ・生

理的コンディショニングの効果を上げるための指

標となり得ることが示唆された。

Ⅳ。まとめ

高校体操競技での選手の演技直前のコンディシ

三エングの実態を把握するために主に演技直前の

二1拍数および安静時から待機時の心拍増加数 (差)

千葉体育学研究 ,16,21-28,1993

の高い集団 (H群 )と 低い集団 (L群 )間 の演技

に対する 「態度」などの心理的要因について分析

した結果 ,次 のことが指摘できよう。

1)L群 に比べH群 の選手の方が試合経験が多く,

演技に対する自信があり,技 術の習熱性が優れて

いたと自己評価している傾向がみられた。

2)L群 に比べH群 の選手の方が演技の遂行に対 し

て失敗をしたくないといった意識 (執着性)が 強

く,日 標も高くもっている傾向がみられた。

3)L群 に比べH群 の選手の方が演技ミスも少ない

傾向であり,演 技得点も高い傾向がみられ,試 合

結果も良好な状況であった。

本研究に限っていえば,体 操競技の演技直前の

心拍数は選手の演技直前の心理的 ・生理的コンデ

ィショニングの至適レベルの指標となり得よう。

しかし,今 回は試合などの緊張時でのコンディシ

ョニングの重要な心理的要因と考えられている性

格,不 安 ,自 覚的徴候,及 びウォーミングアップ

の強度や方法などとの関係に言及できなかった。

今後の課題としたい。
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